保健医療系の大学院博士前期課程における統計教育のあり方の検討 : 過去10年間の札幌医科大学保健医療学研究科修士論文の分析を通して by 高橋 義信
17 





Education content of statistics in master's course of health sciences 
一.throughthe analysis of master's theses of Sapporo medical university graduate 
school of health sciences for the past ten years-
Y oshino bu Takahashi 
Psychology Division， Medical Education Center， Sapporo Medical University 
保健医療系の大学院博士前期課程における統計教育のあり方を検討するため、過去10年間に提出された札幌医
科大学保健医療学研究科修士論文において、どのような統計手法が使用されてきたかを調べた。使用された統
計手法は、 30であり、 2群の差の比較、 3群の差の比較、多因子分散分析、関連、回帰分析、因子分析、測定

































パッケージは、 iDr.SPSS I for WindowsJのみで
あるが、これは SPSSの医学統計用のソフトウェア
パッケージで、 SPSSパージョン 11.0Jをベースに開
発され、医学関連で使われることの多い統計手法を網
羅していることになっているが、保健医療学研究科の
修土論文作成においても、本当にそうなのか検討する。
しかし、大学院における統計教育は統計パッケージ
の使用法を教えるだけでは不十分である。論文におい





